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農村環境の生物多様性を保全する
昨年、2010年10月、生物多様性条約の第10回
締約国会議COP10が名古屋市で開催されました。
COP10で採択された決議の一つ「愛知ターゲット
（2020年目標）」では、「2020年までに、農林水
産業が行われる地域が、生物多様性の保全を確保
するよう持続的に管理される（目標7）」ことが掲
げられ、この目標をいかにして実現し、どのよう
に検証するかが課題になっています。農村では、
農作業などにより生態系が常に変動していること、
風土や歴史の違いにより農業そのものが多様なこ
と、生物多様性に関する情報の蓄積が不十分なこ
となどから、各地の生物多様性を客観的に比較し、
評価することは困難です。特に今日、多くの農業・
農村の現場で、減農薬・減化学肥料などの環境保
全型農業、有機農業、水田魚道やビオトープの設置、
外来種の駆除などの取り組みが行われています。
これらの取り組みの効果を客観的にはかるには、
その地域に元々生息していた生きものに関する情
報や、環境のよく似た他地域の情報と比較する必
要があります。
これらのことから、農業環境技術研究所では、

農業生態系における生物多様性の観測情報を蓄積
し、その変化を日本全体で評価するための農業景
観・調査情報システムRuLISのWeb版を開発し、
公開（http://rulis.dc.aff rc.go.jp/rulisweb/）しま
した（図1）。

RuLISとは?
農環研ではこれまで、農業生態系の生物多様性
に関する情報を体系的に収集、蓄積し、それらを
客観的に比較研究するために、農業景観・調査
情報システム（Rural Landscape Information 
System,略称RuLIS）を開発し、農村環境の変化
が生物多様性に及ぼす影響の解明に利用してきま
した（農環研ニュースNo.74）。
RuLISは、全国の生態系のタイプ区分と、生物
調査データの蓄積の2つの部分からなります。生
態系区分は、気候、地形・地質・土壌、植生、道
路密度などの自然環境や社会環境に関する地理情
報（主に国土数値情報）に基づいて全国の生態系
を60タイプに階層的に分類したものです。結果は
1辺約1kmの3次メッシュのデータとして整備さ
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図1　RuLIS WEBのトップページ
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れ、タイプごとに色分けした地図表示もできます
（図2）。南北に長い日本では、風土や歴史、農業が
多様なため、異なる地域で調査された生物多様性
に関する情報を単純に比較することはできません。
あらかじめ生態系をタイプ区分しておけば、各地
で行われている生態系調査や生物分布調査の結果
（ここでは両者を合わせて「生物調査データ」と呼
びます）を生態系区分と組み合わせて蓄積し、同
じタイプ内や異なるタイプ間の生物多様性を比較
することができます。農環研では現在、60タイプ
の生態系の中から4タイプの農業生態系（利根川
流域）を選定し、植物群落や動物群集に関する体
系的な調査を進めています。

RuLIS WEB公開のねらい
一方、農業・農村の現場では、研究者、行政、
農業者、市民など様々な個人、団体が生物多様性
の観測を行っています。しかし、多くの場合、調
査結果は調査者によって個々に保管されているた
め、異なる地点間の比較や、国土全体などの広域
評価にそれらのデータを活用することは困難です。
そこで、このような生物調査データをインターネ
ットを通じて共有するためにRuLIS WEBを開発
し、一般に公開しました。これにより、誰でも自
らの調査データをインターネット上に登録・蓄
積して、公開することができます。また、RuLIS 
WEBで蓄積、公開されたデータは、誰でもダウン
ロードでき、自分のデータと他者のデータを比較

したり、広域のデータをまとめて解析、評価する
ことができます。登録するデータを広く公開する
か、公開範囲を限定するか、非公開にするかはデ
ータ提供者自身が選択できますので、グループ間
での情報共有や、公開前のデータの一時保管場所
としても利用可能です。つまりRuLIS WEBは、
生物多様性の観測データを誰もが入れたり出した
りできる共用の生きものデータバンクなのです。

RuLIS WEBの概要
「地図表示」では、生態系区分のメッシュデータ
や生物調査地点を、Web-GIS＊により基盤地図（道
路や地名など）と重ね合わせて閲覧できます（図
3）。また「生物調査データの入力」はインターネッ
ト・ブラウザから直接行え、生物分布データ（種
ごとの分布地点情報）と、生態系調査データ（あ
る地点で同時に観測した複数の生物種または生物
群集の情報）の両方の形式のデータを登録できま
す。調査地点の緯度経度は地図表示画面で場所を
指定すれば得られるため、緯度経度情報を持たな
い調査データ（古い調査データなど）の登録も可
能です。蓄積された生物調査データを、種名や調
査地名などを検索して絞り込めば、検索結果の一
覧表示や、ファイル（CSV形式）としての出力が
できます。もちろん、生態系区分のメッシュ・デ
ータも出力できます。なお、データの登録やファ

図2　生態系区分の地図表示

写真　水田湖畔の在来種カントウタンポポ

図3　生態系区分と生物調査地点の重ね合わせ
（緑点は植物、赤点は脊椎動物）
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イルへの出力には、利用者登録が必要です。これは、
データの信頼性確保やデータ提供者の権利保護の
ためにお願いするものです。

RuLIS WEBを利用して
現在公開中のデータを使えば、たとえば関東地
方の水田周辺の植物群落や鳥類について、実際に
は調査されていない場所でも、同じ生態系区分に

属する他地点の調査データから予測することが可
能です。また、外来・雑種タンポポ全国分布デー
タを用いれば、セイヨウタンポポや、在来種タン
ポポとの雑種の広がりを評価できます。
RuLIS WEBに蓄積されている生物調査データ
は、現在のところ農環研が保有するデータのみで
すが（表1）、システムの公開により、農環研以外
のデータが蓄積されることを期待しています。多
くの方々の協力によって生きものデータバンクを
充実し、環境保全型農業や自然再生事業などの効
果の評価や、わが国の農業生態系の総合的な評価
につながることを願います。

　明治時代初期の地図に、現在の道路などを重ね
合わせて見ることができる「歴史的農業環境閲覧
システム」が注目されています。東日本大震災以
降、自分の住む地域が昔はどのような土地だった
のかを知りたい人が増えているためです。
　農環研では、約120年前に作成された「迅速測
図」のうち、関東地方の約900枚を1枚の画像に
統合、地図に位置情報を与えることにより、現在
の地図と重ねて表示できるようにしました。迅速
測図は地目ごとに色がつけられており、当時の土
地利用のようすがわかります。現在の土地利用図
と比べてみると、今は都市化しているところでも、
多くの場所が水田や畑、森林であったことが読み
取れます。また、上総台地や稲敷台地、房総丘陵
といった地域では、「荒」、「灌」、「草」といった文
字が書かれた草地や低木地が広がっていたことが
わかります。

この「歴史的農業環境閲覧システム」は、農環研の
ホームページから誰でも見られます。皆さんも、
120年前の関東平野の環境に思いをはせてみて
ください。

メタデータタイトル データ作成者 公開の可否 地点数 レコード数

外来生物対策指針策定調査（維管束植物） 農村振興局 非公開 1247 9096

生物多様性プロ「集落単位」掬い取りクモ類データ 農林水産技術会議事務局 限定公開 333 5851

農業農村環境情報整備調査（維管束植物） 農村振興局農村環境課 非公開 781 33600

外来・雑種タンポポ全国分布データ 環境省・農業環境技術研究所 閲覧のみ可 737 737

利根川流域における2005年冬季鳥類生息調査データ 農業環境技術研究所 閲覧・DL可 128 983

利根川流域における2006年夏季鳥類生息調査データ 農業環境技術研究所 閲覧・DL可 128 924

利根川流域における水田周辺植生調査データ（RuLIS2007） 農業環境技術研究所 閲覧・DL可 749 6668

利根川流域における畑地周辺植生調査データ（RuLIS2007） 農業環境技術研究所 閲覧・DL可 313 2356

利根川流域における水田周辺植生調査データ（RuLIS2002） 農業環境技術研究所 閲覧・DL可 762 8353

総計 5178 68568

（内公開） （2817） （20021）

表1　現在RuLIS WEBに蓄積されている生物調査データ

＊Web-GIS：インターネット上で地図を表示する地理情報シス
テムです。表示の拡大や縮小ができるほか、緯度経度情報を利
用して複数の情報（地図）を重ね合わせて表示できます。最近で
は、Yahoo地図やGoogleマップ、Googleアースが有名です。

5


